
 
 

 

  

 
 

  

 

 

長崎市小中連合美術展開催 
 

  

 昨日、各ご家庭に案内を配付しましたように、1月２３日（火）～１月２８日（日）までの６日

間、長崎県美術館の県民ギャラリーに小学生や中学生の図工・美術作品や書写作品が展示されま

す。展示時間は２０時までですが、１８時以降は保護者同伴となりますので、よろしくお願いしま

す。今回展示されている人やそのご家族だけでなく、深堀中の多くの生徒に級友の作品や他の学校

の立派な作品を鑑賞して作品の良さを味わい、今後の創作意欲につなげてほしいと思います。 

 

         （美術作品）                （書写作品） 

 

学校教育目標 「共に学び、高め合う、希望あふれる生徒の育成」 
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深堀中生の活躍 
 

★長崎新聞ジュニア俳壇  〈１月８日（日） 掲載〉 

 

佳作  １年生 

【挨拶し遅刻ギリギリ冬の朝】 

 

   ★長崎新聞 声～若い広場 〈１月２３日（火）掲載〉 

 

        ２年生        「快適な生活は誰のおかげ」 

 

   僕は職場体験を通して、いくつか気づいたことがある。それは、たくさんの人が日々 

僕たちのために努力してくれているということだ。 

   僕はホームセンターの品出しや接客などを体験させていただいた。その中で、ホーム 

センターのみならず、いろいろなお店や会社でたくさんの人が努力し、支えてくれてい 

るおかげで、今の快適な生活を送れているんだ、ということに気づいた。今までの僕だ 

と、買い物をする時にそんなことは考えもしなかっただろう。 

 職場体験の最終日、従業員の方々とお話ししていた時、従業員の方々はずっと笑顔だっ 

た。僕はその笑顔を見て感動した。なぜなら、お客さんにも僕にも向けてくれたその笑 

顔は、相手のことを考えた行動なんだな、と思ったからだ。優しい気持ちのこもった笑 

顔と、相手を考えるということは、接客をする中で最も大切で重要なことなのではない 

かなと思った。 

 僕が考え、思ったのは、僕たちの生活が快適に過ごせているのは、必ず誰かが努力し 

てくれているおかげだということ。そして、相手のことを考え、優しい気持ちをもって 

行動したり発言したりすることの大切さだ。この気づきを日常生活や学校生活で生かし 

ていこうと思う。 

  

   西さんは８月に３日間、ホームプラザナフコ南長崎店で職場体験学習をさせていただ 

きました。そのときの実体験から、学んだことや考えたことがわかりやすくまとめてあ 

り、読み手の心の中にストレートに伝わってくる文章です。 

 

 

２月の主な行事予定 

日・曜日 行 事 内 容 日・曜日 行 事 内 容 

２月  １日（木） 公立高校前期入試 ２月 １５日（木） ２年生ＤＶ防止口座 

２月  ２日（金） 公立高校前期入試 ２月 １９日（月） 避難訓練 

２月  ６日（火） 
２年生公開授業 ５校時 ２月 ２０日（火） 生徒集会 

１・３年生は給食後下校 ２月 ２７日（火） 学校保健委員会 

２月  ８日（木） 学年末テスト   

２月  ９日（金） 学年末テスト   

 

 

   

 

 


